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（協議経過） 

１ 障がい福祉センター所長挨拶 

〇佐々木事務局員 

皆さんこんにちは。定刻をやや過ぎてしま

って申し訳ございません。ただいまから第２

回相談支援部会をはじめさせていただきたい

と思います。まず初めに当センター所長から

ご挨拶させていただきます。 

〇髙橋委員 

皆さんこんにちは。前回７月に行われた第

１回相談支援部会に引き続き、今年度第２回

目の相談支援部会となります。だいぶ気候も

秋らしくなり、コロナも最近は落ち着いてい

るとのことで、今回も対面での開催とさせて

いただきました。 

前回、相談支援の立ち位置から見える足立

区の地域課題ということで、皆さんから活発

な課題の洗い出しをしていただきました。今

回、さらにそれを深めていきたいと思ってお

りますので、前回同様、今回も活発なご意見

をどうぞよろしくお願いいたします。 

〇佐々木事務局員 

ありがとうございます。それでは議事に入

る前に、本日の配布資料について確認をした

いと思います。第２回相談支援部会次第が一

番上です。席次、前回の会議録、自立支援協

議会資料、そして、前回、皆様が「こうかな」

と出した、ホワイトボードに張り出しをした

写真３枚。それから相談支援部会で優先的に

取り上げる事項のアンケート結果、自立支援

協議会課題まとめがついているかと思います。 

それでは早速、議事の方に移っていきたい

と思います。それでは森部会長、よろしくお

願いいたします。 

 

２ 議事 

〇森部会長 

それでは改めまして、よろしくお願いいた

します。本日は相談支援の立ち位置から見え

る足立区の地域課題についてということで、

前回に引き続き行っていきたいと思っており

ます。２か月空いてしまったので、前回の簡

単な振り返りと、事前に皆さんからアンケー

トを集めさせていただいて、その課題の中か

らどこを取り組みたいなっていうところで、

お聞かせいただきたいているかと思いますの

で、その辺を事務局の方からご説明いただい

てもいいですか。 

〇佐々木事務局員 

前回、皆さんと事前アンケートに基づいて

議論の方をさせていただき、ホワイトボード

写真３枚ありますけれども、こういう形で話

し合いながら議論をしていたというところで

す。基本的には事前課題を挙げていただいた

方にご意見をいただいて、その意見にくっつ

く形で追加のご意見をいただき、議論を深め

ながら分類をしてきたというのが前回のもの

になります。 

最後に皆さんから一言ずつ話をいただいて

いるのですが、その時には、これからこちら

のほうで議論する内容を、重点的にどういっ

たことに取り組みしたいですか、というとこ

ろで、お一人ずつにご意見をいただいた、と

いう形で終わっております。 

それで今日は、皆さんから事前に２回目の

時にご意見をいただいた中身について、どれ

を優先的に取り組んだらいいかどうか、事前

にアンケートをさせていただいて、出欠の確

認の時に回答をいただいています。それが、

第２回相談支援部会で優先的に取り上げる項

目アンケート結果というものになりますが、

皆さんがどの項目にご注目されたのかという

のが分かるように表記させていただいていま

す。 

様式第２号（第３条関係） 
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１から１３までありますが、こういうこと

を優先的に取り組みたいですということを挙

げていただいたという形です。お一人３つず

つということで指定させていただき、多いも

のをやっていったらいいのでは、と出したも

のになります。見ていただいて分かりますよ

うに、多いものとしては７番、１０番、１番

が上位の３項目になります。あと１番は地域

資源を知る活用するに注目したいということ

になります。多い所は「地域課題の抽出を活

かして地域に活かす」、また、事例検討から

課題として挙げていきたいということです。

また１０番のところですね、検討した内容を

地域に還元できるか考えたいという、この３

つが大きく注目をされたということになって

います。ここまでが結果の集約ということに

なろうかと思います。 

今回、いただいた中身を見ると、項目出し

が具体的ではなかったので、全般を俯瞰的に

みると、結局のところは、地域の課題の抽出

を通して地域に活かせる取り組みを検討して

いきたいという大きなところに行き着いてく

る中身かと、まとめながら思ったところです。

一個ずつをどうこうしていくのではなく、こ

れとこれは同じ領域に入るので一緒に検討し

ていくことができて、最終的にはどう活かし

ていくかということにまとめとしていくこと

になるかと思います。あとは、相談支援をす

る立場のところは分かるのですけれども、相

談する側の意見もしっかりと反映させて地域

に活かせる取り組みを出していくような視点

を入れながら、最終的にはまとめていくとい

う風には思っております。ですので、 今日に

関してはもう少し具体的なところで詰めて行

く感じのイメージで進めていけると良いので

はと思っているところです。 

この後も森部会長の方で、うまくまとめて

いただけると思いますので、一旦マイクの方、

お返ししたいと思います。必要に応じてホワ

イトボードもありますので、また書くこと、

何かしらに活用できればと思っております。 

〇森部会長 

ありがとうございました。 

皆さんからの事前アンケートの結果は、地

域の課題を抽出して検討というところに繋が

っている、ということですけれども、そのた

めに何をするか、というところがまだ見えて

こないかと思います。今、項目を出していた

だいた１３の中で、多い少ないはあるのです

けれども、「資源を知る」ということ、すご

く大事だろうなと思います。私も自分の専門

分野は、そこそこ知っている方だと思います

が、精神であったり身体であったり、自分の

専門分野と離れてしまうとなかなか難しいと

いうところです。例えば私だけでなくて、専

門分野でないところは、内容が見えてこない

と分からないだろうなという気がします。あ

と、１３番の「本当に必要な人に届く情報発

信の取り組み」も、情報発信をしていかない

と、相談したいと思っていただくことができ

ない、そもそも分からないということがある

かと思います。 

また、若干、この部会に参加している事業

所側の方は、悪い言い方ですけれども、実は

それほどお客さんに困っていない、自分のと

ころで抱えているケースだけで、実情手いっ

ぱいという感じがあるのという風に思うので

す。だけど、「もうお客さん来なくて大丈夫

です」と言ったら、今、相談できていない方

たちはどうすればよいのか、という話にもな

ってきますし、また、実際に発信する方法だ

ったりとか、内容だったりって、具体的に考

えると、捉えどころがないのです。どういう

ニーズがあって、どういう方たちが相談した

いかっていうところも、実はちゃんと捉えき

れていないのではないかという気がするので
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すね。なので、この辺の整理も、事業所側の

事情だけで走るのではなく、ご利用者側の当

事者の皆さんの必要性っていうものをしっか

り捉えながら進んでいかないと、とてもチグ

ハグになってしまうと思うので、その双方向

から、深めていけたらいいかなと思っていま

す。 

この後、一人１、２分になると思いますけ

れども、皆さんの、その辺のことを見た上で

のご意見を少しずついただきたいと思います。

では、最初に事業所側からお願いいたします。 

〇小杉委員 

成仁相談支援事業所の小杉です。よろしく

お願いいたします。 

私は７番と１０番と１３番をあげさせてい

ただいたのですが、地域課題の抽出っていう

のが、スタートラインになると感じています。

課題は多岐にわたるといいますか、人それぞ

れ課題の感じ方が違うと思うのです。その中

で全部の課題に取り組んでいこうというのは、

なかなか現実的に厳しいかなというところが

あるので、この相談支援部会の中でもいろん

な課題が出てくると思うのですけれども、優

先順位をつけるなりして工夫していかないと、

散漫になってしまうのでは、というのが印象

としてはありました。課題を単に抽出するだ

けではなくて、しっかり地域に還元できるよ

う、具体的なアイデア出しを、この中で、少

しディスカッションできるとよいと思いまし

た。 

最後に１３番のところで、精神障がいの分

野ですと、長期入院している患者さんという

のは、社会的な入院と言われ、問題になって

います。退院支援をするときに地域移行とい

うサービスが使えるには使えるのですけれど

も、このサービスを１０年、２０年、入院し

ている患者さんがご存知かというと、知らな

いわけですよね。それではどうやって情報を

キャッチするかというと、入院している病院

のソーシャルワーカーさんが、この人、地域

移行はどうだろうか、というのを情報発信し

て、初めて私たちは分かるというところで、

この病院から情報が出てくるのを待っている

状態というのが、本当に相談支援事業所とし

てよいのだろうかと、課題として考えていま

す。必要な人に必要な情報を届ける作業とい

うのは非常に権利擁護的な意味でも大事かと

思います。 

他区さんでの取組ですと、手紙とかを相談

支援事業所から病院に送って、ちゃんと見放

してないよ、必要なときにはこういうサービ

スが使えますよ、という情報を発信していた

りするので、そういった活動も、相談支援事

業所も手いっぱいで地域移行をやれる事業所

も、なかなか多くはないとは思いますけれど

も、やれることはやっていきたいと、個人的

には考えています。 

〇谷内委員 

精神障がい者自立支援センターの谷内です。

よろしくお願いいたします。 

私は前回、参加できなかったこともあって、

議事録を拝見して、今回のアンケートに回答

させていただきました。まず、地域課題をそ

もそもどうやって客観的に把握するのかとい

うことが、一番難しいと正直思ったところで

す。今、小杉さん、森さんもおっしゃったよ

うに、相談支援事業所はもうすでに抱えてい

る人たちで運営が回っていて、その方たちの

対象者支援を通して、課題を感じることはで

きます。ただ、まだ社会資源に繋がっていな

い、潜在的なニーズが、足立区にはたくさん

あって、そういった方々との関わりに踏み出

していくことは、相談支援としての基本的な、

最終的なあり方、理想と思っています。 

ただそれをどう進めていくかは、私もまだ

全然、アイデアはないのですけれども、そこ
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を理想とするならば、まずは、現在の相談支

援事業所が感じている課題を積み上げていく

というところが最初の一歩というところがあ

ります。そこで、それが相談支援事業所の課

題になるのか、地域の課題なのかを分けてい

って、社会資源を知る、活用するというのも

ありますが、そこを積み上げていった上で、

既存の社会資源だけではなかなか難しいって

いうところを明らかにし、それを踏まえたう

えで、足立区の地域課題としてあげていくと

いうステップを踏んでいくことで、ようやく

足立区の中での地域課題というところは、よ

うやくおぼろげながら見えてくる気がしまし

た。なので、まずは相談支援事業所だけでは

なくて、ご家族や当事者の方々の意見もそう

ですけれども、そこをまずは何らかの手段で

集めていくということが必要になるかと思い

ます。 

また、相談支援事業所だけが相談を受けて

いるわけではないので、就労支援事業所とか、

日中活動場所や医療機関も含めて、そういっ

たところに相談がどういったものが集められ

ているか、全体的に集めていくことができれ

ば足立区としての地域課題が把握できると感

じているところではあります。散漫な意見で

すみません。 

〇青木委員 

うめだあけぼのの青木です。 

あらためて、最近自分がショックを受けた

ことなのですが、保護者の方から「児童発達

支援事業所の一覧になっている表があるじゃ

ないですか。あの中に、とっても細かく色ん

なことが書いてあるけれど、どこを選んでい

いかわからないんです」と言われた時に、「そ

の一覧ってどこにあるんだろう」と思ったの

ですね。区が出している事業所の名前とか連

絡先の一覧を、区のホームページで拝見する

ことはできますが、その一覧がどこにあるの

かずっと引っかかっていて、その時は保護者

の方に聞けずに、別のことでホームページを

探していたら、児童発達支援事業所、放課後

等デイサービスの内容が細かく書いてあるも

のが、オープンな情報として出ていたのです。 

これは後々、記録になるので、その正式名

称は後程調べてお伝えできればと思ってはい

るのですけれども、「自分の専門外の分野と

の連携について」という項目もありつつ、実

は、自分が子どもや障がい児専門として、日々

仕事をしていますが、子どもと、あるいは障

がい児のことですら、この立場にあってもき

ちんと把握できていなかったということが、

すごくショックだったと思っています。では

自分がどうやって情報を取りに行くかとか、

それは自分の課題ではあるけれども、うちの

職員も知らなかったということもあり、情報

をどうとるか、ということは、一個人の課題

としてだけではなくて、地域の課題として、

「社会資源を知る」ということを考えていけ

るとよいとあらためて思いました。 

もう一つは、障がい児、子どもとなると、

障がい福祉と子ども施策、障がい福祉課とげ

んきとの協働、両方にまたがるところに私た

ちはあるので、相談ニーズのある保護者の方、

どこに繋がるかによって差があるという時は、

やはりその辺をどういう風に繋いでいくか、

また周知していくか、あらためて地域の課題

として「社会資源を知る」ということを深掘

りしていけるといいと思いました。 

〇中出委員 

あいのわ相談センターの中出と申します。

よろしくお願いいたします。 

身体の方を中心に、事業所の方で計画相談

を作成させていただいているのですけれども、

社会資源が少ないところが、最初課題と思っ

ていたのですが、見ていくと、社会資源の少

なさだけではないと最近感じるようになって



6 

 

きました。というのも、ヘルパーさん自体は

いるけれども、障がい特性だったりとか、ご

家庭の意向だったり、ご本人の意向っていう

ところが一致しなくて、なかなか結び付かな

いケースが増えてきていて、新しいヘルパー

さんが支援してもらえるようになったけれど

も、なかなか定着しなかったとか、かえてみ

たけれども何か違う、対応の仕方が違うとい

う声が上がってきて、また一から探しなおし

というケースもありました。 

少ないだけではなく、双方が合う取組、資

源の活用というのが必要という風に感じてい

ることが一つあります。そこで、「地域課題

の抽出を通して、地域に活かせる取り組みを

検討したい」と、あげさせていただきました。 

けれども、それだけではなくて、知的・精神

が重複された方では、例えば金銭管理の状況、

借金とか、金銭問題だとか、なかなか障害福

祉サービスでくくってしまうと、取り掛かり

にくいけれども、切り離すと、その人の生活

には影響が出てしまうというところで、そこ

の繋がりが難しいなと思っています。何か資

源とはいかなくても、何か活かせる取り組み

として検討できないだろうかと思っていまし

て、相談も含めてあげさせていただきました。 

そういったところが地域課題、私たちが担当

しているケースの課題解決は、ゆくゆくは地

域に広がって、別のケースでも、こういった

ケースで応用していける、そういったところ

で、広がっていけたらなと思っているところ

です。 

あとは、なかなか課題の認識まではいくけ

れども、解決の糸口や、対応は見つからない

というケースもあって、そういったところを

この場を通じて、何か方向として、私たちの

力としても身に付けていけたらいいと思って

います。 

 

〇森部会長 

ありがとうございます。それでは、毎回来

るたびに立ち位置が違うと言われると困るの

ですけれど、ご家族、当事者側のご意見とし

て、お伺いしてもよろしいですか。 

〇山田委員 

手をつなぐ親の会の山田です。知的の方の

団体なのですけれども、情報は会として役員

から８００人いる会員さんに、色んな形で勉

強会とかしながら、お知らせしたりしていま

す。けれども、なかなかそれを目に触れても、

動く方は動きますが、困っていないというか、

困っていることに気づかない方も、とても多

くて、周りから見て、具体的に話をしていく

と、わかっていく方も多かったりします。 

多くは、相談支援での計画を立てていただ

いていて、目標も書かれているけれども、例

えば、そろそろショートステイをみつけてと

か、グループホームに向けてとか、プランに

書かれていても言葉だけで終わってしまうこ

とがあります。だからといってご本人が動け

るわけではないので、具体的に話すと分かっ

ていくのだけれども、親が動いてもらわない

と繋がらないので、私たちも協力できない、

一緒にできないということもありますね。 

あとはそんな中でもちょっとでも相談して

くれた方には、自分が持っている情報だとか、

関係機関だとかにすぐに、あしすとさんに繋

ぐなどをして対応しています。その後も、ど

うなったのか、いったん繋がった方に関して

は、お母さんが納得して解決するまでは、見

届けるようにすることは自分で努力していま

す。 

この中で、私は「事例を通して」にマルを

したのですが、足立区ではいろんな形で事例

検討し、いろんな方が関わったりしていると

思うのですよね。とても連携がとれていて、

それでもうまくいかなかったということにつ
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いては、今後どうしていくのか、うまくいっ

たケースについては、どういう人がどういう

関わりでうまくいったかそのノウハウが知り

たいと思います。 

やはりそこで繋がりができてくるのかなと

思いますし、９番の内容にも入ってるのです

が、その中で障がい種別をこえた専門性が、

互いに足立区の社会資源の中で活用されてい

くと、今後ひとりの方へのチームワークを構

成していこうという流れの中で、うまく活用

できるのではと期待しています。 

〇関口委員 

父母の会の関口です。 

私は、１番、３番、１０番を選びました。

ついこの前も、父母の会で集いがあったので

すが、そこに出てきた人は、友達と話し、悩

みをもって会話に入ってくるのだけれども、

会に所属していても出てこられない人はおい

てきぼり、どういうふうに考えているか伝わ

ってこないということがあります。コロナで

なかなか接点がなくなっているので、資源と

して、私たちが訴えていかないと、どんどん

情報が伝わっていかなくなるのかな、と最近

思いました。それと同じようなことですけれ

ども、やっぱり検討した内容をどんな風に還

元できるかは、やはり目に見える形で発信し

ていかないといけないなと思いました。 

肢体不自由ということもあり、なかなか自

分で積極的に動くことが、子どもは難しいの

で、どうしても親が情報をとりにいっていろ

いろ解決していくことになるのが課題かと思

っています。 

〇片桐委員 

 精神の家族会の片桐です。よろしくお願い

します。１番の「資源を知る」、６番の「精

神障がいの理解を深める」と、最後の「本当

に必要な人に届く情報発信の取り組みについ

て」にマルをしたのですが、事業所さんの方

と違って、家族会なので、本当にこの会議に

出るまで、自立支援協議会の相談支援部会が

あるというのも知らない状態だったのですね。 

子どもの発病から３０年経つのに勉強不足

で、ただ日々、最初の頃は、対応だけで過ぎ

ていました。資源を知るということ、自立す

る方法があるということを作業所から情報を

聞いて、一人暮らしができるようになって、

本人が一人暮らしをしていることによって時

間もできたし、家族会に頻繁に出られるよう

になったのですが、精神障がいについては、

日々に追われ、ほかのことを考える余裕がな

いのですね。自分が子どもと離れてみて、は

じめていろんなことがちょこっとずつ見えて

くるのですけど、おだやかに過ぎればよいな

と思っています。若い頃は本人も何とかした

いと思っていたけど、３０年経つと、健康で

現状維持できればいいかなという感じで過ご

しています。これからの子どもたちが、とて

も心配で、そういうことの資源があったら安

心だと思うので、家族会にそういう連絡がで

きればと思います。そういう意味で皆さんの

情報が知りたいと思います。 

〇森部会長 

ありがとうございました。最後になります

けれども、どこにも繋がっていない方、障が

いの分野となかなか繋がれていない方を日々

みてくださっている民生委員さんの立場とし

てお願いします。 

〇小田部委員 

私は資源を知る、資源を活用するという必

要をすごく強く感じました。 

なぜかというと、地域の障がい者で、結局

今までずっと家にいて何もしなかったのです

が、福祉事務所といろいろあって、生活保護

を切られ、もう私は一人でやるしかないって

いう人がいたのです。それで、私は何ができ

るのかなと思ったときに、やはり寄り添いの
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支援が必要だなということで、まずは色んな

ことを聞かせていただくようにしたんですね。

そしたら、本人が調べて私はこういうところ

にいく、こういうところに勉強にいくと言っ

てくれて、あ、良かったと思いました。私、

何もできないから、資料をいっぱい教えても

らって、情報提供をしなくちゃいけないのだ

なとすごく感じました。ここへきて、コロナ

で生活保護の人がすごく増えているんですね。

障がい者の人は自立した方も、地域でいたの

ですが、コロナで、生活保護って結構若い人

が多いんですね。で、私わかんない、と思っ

て、やっぱりもっともっとみんなから情報を

いただいて、勉強して接しなくてはいけない

なって思いました。なかなか、寄り添いの支

援というのはすごく難しいのですが、そうい

うことは皆さんから教えていただいて、学ん

で、接していきたいなと思いました。 

あとは、結局、障がい者の人は、自分は違

うという風に思っている人が多いんですよね。

だから、「そうじゃないんだよ、みんな一緒

なんだよ」ということを、いつも話させても

らっています。やっぱりそういう触れ方も大

事だなって今回思わせていただきました。 

〇森部会長 

ありがとうございました。皆さんからご意

見聞かせていただいていて、やっぱり双極に

あるのではないかと、資源を知る、資源を活

用するっていうことと、知っていただくため

には発信していかなくてはいけないっていう

のはセットで進めていかなくてはいけないん

だなっていうところを感じました。 

私が言うと怒られちゃうかもしれませんが、

そもそも支援っていう意味では、あしすとっ

て何をするところか皆さんご存知ですか。な

んとなく関わっている分野では知ってるんで

す。全く知らないっていう意味ではなくて、

例えば２階は何をしてくれるところなのか、

１階の窓口は何をしてくれるかはわかるんだ

けれども、それ以外にも実はいっぱい係があ

るじゃないですか。その係自体全部知ってい

るか、どういう機能があるのかっていうのは

実は知らなかったりします。 

あとはお子さんの分野に関して全く分から

ないんです。逆に精神なんかはかかわりがそ

んなに多くないんですか。 

〇小杉委員 

そうですね。あしすとさんとの連携が全く

ないわけではないですが、精神の分野に関し

て言えば、どちらかというと、精神障がいの

私たちが連携している窓口が足立保健所の中

にある精神保健係さんのほうが基本の窓口に

なっているので、そちらの方と密に連携をと

っていることのほうが多いかなというところ

です。 

なので、私のイメージで言っちゃって申し

訳ないのですけれども、精神障がいは足立保

健所の精神保健係さんが窓口になっていて、

その他の身体、知的、児童とかはあしすとさ

んが窓口になっていて、重複の障害をお持ち

の方ですと、あしすとさんとよく連携をとっ

ています。 

〇谷内委員 

私も小杉さんと同じような認識でいて、障

がいでも発達に関しては、情報がないという

ところで、保健師さんを通じて、あしすとさ

んに相談をして、そこで逆に繋いでいくとい

う形のところでとどまっているところが正直

なところです。あしすとさんの具体的な取組

については、正直情報が少ないかなと改めて

思いました。 

〇森部会長 

ありがとうございます。今、あしすとって

基幹相談支援センターだったりもするじゃな

いですか。それ以外にも機能っていうのがあ

って、どんな風に役割分担をしていて、例え
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ばどんなことだったらお願いしてもいいのか

な、なんていうのが、実は分かっているよう

で分かってないなっていう風に思うのですが。

少しわかりやすく、お話しいただいてよろし

いですか。 

〇髙橋委員 

森部会長のご指摘通りで私も前回からの皆

さんの活発なご意見をお聞きする中で、課題

の認識は本当にある程度できているのかな、

という風には感じました。ただ、やはりそれ

を地域に還元するという段階に到達するため

に、何をすれば良いのかということになると、

今、部会長からご指摘あったように事業所と

の役割分担とか、あしすとも含めて何ができ

るのか、何をすべきなのか、ということが整

理しきれていないっていう風には強く思いま

した。やはり、本当にあしすとも情報発信が

不十分というご指摘はその通りで、今後、力

を入れていかなければならないという風に思

いました。 

あしすとで皆さんと関わりのある自立生活

支援室以外には、２階には就労促進訓練係と

いうことで、障がいのある方の就労について、

就労移行チームと就労定着チームに分かれて

支援をしています。また、生活体験室では医

ケアの方たちも含めて支援を行っており、あ

とは幼児発達支援室もあって、あまりそこが

なかなか日々の業務に忙殺されて、自分たち

のやっていることを発信というところが、こ

れまでも今もなんですが、かなり弱いなとい

う風には申し訳ないが感じてきたことです。

そこに力をいれていかないといけないなと思

うところです。 

〇森部会長 

ありがとうございました。あしすとが機能

していないとかっていう話をしたいのではな

く、実は私たち情報っていう意味で全然分か

っていないなっていうことで、気が付くと、

いつの間にかあしすとの中から子どもの相談

ってなくなっていますよね。そんなことも実

は知らないのです。どのような経過なのか、

どなたに聞くのがよいでしょうか。それでは、

和田さんお願いします。 

〇和田事務局員 

げんきに移管となったのは、平成２９年で

す。その前は、子どもの相談は、児童発達支

援センターを整備するときに、通所いわゆる

サービス提供部門と相談支援部門を分けると

いうところで、障がい児の相談支援の方は自

立生活支援室に入れて、それ以外の学齢期を

含めた児童期の相談を発達支援係として整備

したのが平成２４年ぐらいの時だったと思う

のですけれども、この後、その機能について

はげんきに移管になって、電話番号も変わら

ず移管したという状況です。 

〇森部会長 

今おっしゃった通り、電話番号は変わって

いないから、所属が変わったという認識が実

は全くありませんでした。あれっと思い、行

こうと思ったらここじゃないっていうことに

気が付いたみたいなところがあって、そうい

う当たり前ですけど、知っているつもりにな

っているけど、全然わかっていないっていう

ことがすごくたくさんあって、資源を知るっ

て、まずそういうところからなのかなってい

う風に思ったんですね。 

私たちが分からない社会資源の知識をみな

さんの方がよくわかっているということがな

かにはあるのかもしれないですけれど、どう

いった発信をしていくかな、整理をどういう

風にしていくかなっていうのが、まず事の始

まりなのかなっていう風に思います。それを

どういう風にご本人たちに発信していくのか、

そしてご本人たちが発信してほしい情報って

なんなのかっていうところも合わせて拾って

いけると、少し課題が見えてくるのかなと思
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いました。やっぱり地域課題は足立区独特の

ものだったりすると思うので、足立区で住ん

で、生活している方にしか分からないってい

うところがあると思うので、その辺をこの会

でみんなで集めましょうって言っても、なか

なか難しいんだろうなって思うんですね。 

まず、どんな方向性でどういうやり方をし

ていけば効率的に課題抽出とか情報の整理と

かっていうのができるのかなっていうのを考

えていけたらいいかなと思います。 

ちなみに、さっき青木さんから放デイの情

報の一覧表がという話があったと思うんです

けど、足立区でそもそも発信している情報っ

て、障がい者のしおりとか、実は色々たくさ

んあるじゃないですか。ああいう情報って、

どんな風になっているのでしょうか。放課後

等デイの情報はまとまったりしているのでし

ょうか。 

〇佐々木事務局員 

障がい者のしおりに関しては、足立区ホー

ムページにも掲載されています。確か放課後

等デイサービスの情報もあったのではないか

なと思います。 

相談支援の関係は、基本的には障がい福祉

課の方が所管で、しおりの関係もやっている

ので、ホームページアップもあちらでやって

いる状況にはなります。ホームページから入

っていただくことで見れることは見れるかな

とは思います。 

〇森部会長 

ありがとうございます。要は、皆さんが一

番知りたい情報って何かなっていうところが、

もうちょっと拾えたら良いかなと思うんです

が。 

ヘルパー事業所は毎年更新されていくじゃ

ないですか。あの最新情報ってどちらから拾

うのかなとか、相談支援事業所も精神さんは

分からないですけど、ここは「あ」から始ま

っちゃうから一番初めに電話がかかってきて

しまうチームなんですよね。あいのわからは

じまって、あけぼのにいって、あだちの里に

いってみたいな。あれも最新の更新ってどん

な形でされているとかわかりますでしょうか。 

〇佐々木事務局員 

障害福祉のサービスは、基本的には指定を

東京都がしています。東京都障害福祉サービ

ス情報というページがあるんですけれども、

あそこにいくと情報は載っています。足立区

を選択し、居宅介護の選択をすると、ずらっ

と情報が出てきます。 

〇森部会長 

するとパソコンがない人はどうやったらわ

かるのですか。 

〇佐々木事務局員 

パソコンがないとスマホですね。スマホも

ないと、電子データをみる術がなくなってし

まいますので、じゃあどうするって話に多分

なってくるんだと思います。考えられるのは

紙ベースということになりますが、紙ベース

で広く、どこの窓口に置いてあるとかってい

うようなことにはなっていない現状ですので、

障がい福祉サービスの、例えば自分の地域に

どういうところがあるのだろうとかっていう

情報に関しては、障がい福祉課の援護係が一

番情報としては持っているのかなと思います。

ですので、所管の援護係に問い合わせをする

と近くの情報というのは教えてもらえるのか

な、という風には思います。 

〇森部会長 

それぐらいわかれば大丈夫そうですか。 

〇小田部委員 

３０歳を過ぎた障がい者の人が、あしすと

さんに困りごとがあってきたんですけれども、

あなたはここには該当しないからと返された

んですね。それで、どこにいったら分からな

いって言って、同じボランティアをやってい
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る人に相談に来たっていうんですよね。だか

らもうちょっと分かりやすく、情報を発信し

てくれたらありがたいなと思ったのですけど、

私は民生委員だから自分で調べればいいです

が、やはり、携帯持っていない人はどうする、

パソコン持っていない人はどうするのとかあ

ると思います。彼らは携帯を持っていたって、

自分の家と自分しか繋がれないから、全然な

いのですよね。そういうのを考えると、やっ

ぱり情報は必要だなと思います。 

〇森部会長 

例えば具体的に皆さんが考えている、こん

な情報がこんな風に取れたらいいなとか、分

かるようになっていたらいいなというのはあ

りますか。 

〇山田委員 

ちょっと余談といいますか、離れてしまう

んですけれども、たまたま私が作業所で働い

ていて、高齢の方が少しずつ介護保険を使い

ながらゆっくりと３年見ながらこうしていき

たいなってかたちでやっているんですけど、

その時に月１回でもデイサービスの半日で、

その方が過ごせるとか、こういうとこなんだ

と馴染めたり、人間関係ができて、ちょっと

ずつそれを増やしながら安心して地域の中で

暮らせるようご家族と一緒に進めています。

ご家庭の生活と作業所の本人がいつも歩いて

くる道や知っている地域の中で、探そうとい

ってもいってもいっぱい出てくるんですね。

特色というか運動機能のこととかカラオケや

余暇活動が好きなので、ゆっくり過ごせる時

間も欲しいし、そういったところを望んでい

るんですけれども、うまく探すことができな

かったのです。そこで、たまたま娘が介護の

仕事をしているので、ＬＩＮＥで何かあると

聞いたらぶわっといっぱい出てきて、ケアサ

ービスとデイサービス等いろんな種類があっ

て、どこどこは半日でもＯＫとか、その方は

みんなと一緒のレクリエーション的な運動が

好きじゃないとか、具体的に教えてもらって、

これからちょっと見に行こうかなっていう候

補があります。ぽんと相談するとわっと情報

がひらけて、そうすると、なんとなく行き詰

っていたところが解決というか、楽しみなが

ら体験してはどうかということにつながった

ので、たまたまなんですけれども、そんなこ

とがありました。 

なので、表でもらうと、保護者の方も「自

分で探すんですか」というと「そうです」と

言われるみたいで、そうすると、家の近くの

ところから始まるけど、そこがどういう建物

の中でショートステイがあったりとか、その

方によって全然ニーズも違うのに見えないと

ころがあるので、その辺、もうちょっと見え

てくると選びやすいのかなって思います。 

はずれているかもしれませんが、すみません。 

〇森部会長 

ありがとうございます。「新規の困っちゃ

っていて、どうすれば良いのか分かんないっ

ていう方」だけじゃなくて、もしかしたらサ

ービスの転換期に差し掛かる方たちも同じよ

うな状況になるってことですよね。 

「場面」っていうところではあるんですけ

れども、他の皆さんいかがですか。こんなと

ころが困りますということは、要は活字だけ

じゃ難しいっていうことですよね。配布物配

られて、そこから好きに探しといで、といわ

れたところで、なかなかそこが難しいってい

うことですけれども、他いかがですか。 

〇中出委員 

中出です。身体の方も、先ほど説明させて

いただいたヘルパー事業所とのマッチングが

一番大きいかなと感じています。どこに事業

所があるのかっていうのもそうなんですけど、

例えば、何か所も断り続けているご家庭だと、

区内はどう伝わっているのか分からないです
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が、なかなか繋がる事業所自体かなりなくな

ってしまったりしています。そうすると、荒

川区にいったりとか、墨田区に行ったりとか、

他区の場所へ範囲を広げてあたっていくこと

になるのかなと思います。 

私たちも基本は協力したいとは思うのです

が、やっぱり一件に正直それだけ探しきると

ころまで一緒に寄り添ってというところが難

しい状況も生じていて、ある程度、情報とし

て、事業所情報を紙ベースでなり、口頭なり

でお伝えして、ここをあたってみてください

という形で提供するに留まるケースが多くあ

ります。そういった中で、普段、モニタリン

グの聞き取りの中で、事業所最近どうですか、

ヘルパーさんいないですかっていうので、一

緒に情報を聞くケースもありますが、それだ

けだと本当に追いきれないっていうところで、

足立区のネットワークや今の事業所情報って

いうのを知る手段があるとすごい良いなとい

う風に思います。それは、事業所だけではな

くて、できるなら、利用者さんそれぞれが見

えるものがより活用できるんじゃないかなっ

て感じているところです。 

あとは、例えば、障がい者のしおりをみた

ところで、生活介護を変更したいとなったと

きにも、生活介護というくくりでは載ってい

るんですけれども、生活訓練型なのか作業訓

練型なのかって足立区ではあると思うんです

よね。そこまでは載っていなかったりするの

で、そういったところまで分かると実習先の

候補とか、利用者さんに提供できる情報とし

ても活用できるのかなって思ったりします。 

あと、障がい福祉サービスではないですが、

訪問リハや訪問マッサージは、援護係でもな

いし、相談支援に聞かれても詳しくないし、

っていうところで、じゃあどこに相談したら

良いのかってなってしまいます。普段整形で

かかりつけもないっていう人たちは結構困っ

ている人たちもいるので、そういった情報ま

で広げていって、ゆくゆくは活用できるよう

になるとすごく良いんじゃないかなって感じ

ているところです。 

〇森部会長 

ありがとうございます。 

〇青木委員 

うめだあけぼのの青木です。実は区のホー

ムページの中には、本当にそれぞれが情報と

して十分に機能する情報があるなっていう風

には思っていて、それこそ事業所の一覧だっ

たりとか、先ほどお伝えしそびれた、私が最

近見つけてショックを受けたというのは、「こ

ども発達支援事業所ネットワーク」さんが作

った、令和４年度３月発行の事業所紹介です。

これは、放課後等デイサービスとか児発の事

業所さんが、特色やアピールを含めて掲載し

ているものなんですね。これも、実は探すと

見つかるんだけれども、反対に言うと、お宝

な情報というのは探さないとアクセスできな

いので、せっかく区が、放デイや児発の一覧

とかを出していて、一方で区から、そういう

子育て、こども発達支援事業所ネットワーク

さんが出している情報があるとすると、そう

いうのは芋づるで繋がって、これについては

こっちも見ると良いよって、リンクが貼られ

ているみたいに、情報がつながっていくのが

大事なのかなと思っています。 

さっき中出さんがおっしゃっていましたけ

ど、サービスの情報はのっているんだけれど

も、足立区にない、数少ない日中保護など、

他区の情報は、足立区のホームページには当

然のせられないですが、こういうところを見

ればありますよっというのがあれば、ユーザ

ーの人たちも相談に携わる私たちも、苦労少

なく、アクセスしやすくなると思っていると

ころです。 

あと、タイムリーにアップデートしていく、
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自分の事業所だったり、うちのホームページ

でも思うところですけれども、新しい放課後

等デイサービス情報など、保護者の方のほう

がはやく知っていて、どこどこの事業所の２

つ目があそこにできるらしいよ、と、私たち

が出遅れることがあるんですね。 

例えば、保育園の空き情報は、毎月保育課

でアップデートされて、それは当然、募集が

からむことなので、すごくタイムリーなので

すが、事業所の新規開所が、タイムリーにア

ップデートされると、活用しやすいと思いま

す。ユーザーの方たちも、探しやすいと思い

ます。 

実は足立区スポーツコンシェルジュさんが

いて、私たちの事業所でも活用させていただ

いているのですが、スポーツに特化して、フ

ォローアップも丁寧にやっていただいてとい

うのも実感しているので、あらためてそうい

う窓口はありがたいなあと思っています。 

それと、うめだあけぼの学園の発達支援を

行っているところでは、子ども会があって、 

毎年、アンケートを行っていて、お稽古ごと

や習いごと、病院情報とか、本当に草の根の

情報をお父さん、お母さんに寄せていただい

ていて、意外とそういう情報を私たちは活用

させていただいているなと先ほど思い出しま

した。 

〇森部会長 

ありがとうございます。冒頭に皆様に一言

ずついただいたときに、どなたか、情報が多

すぎてどこから抽出するのかということを言

ってくださっていました。関口さん何かあり

ますか。 

〇関口委員 

 自分が何に困っているかをわからない人が

いて、イエスの人はこっち、ノーの人はこっ

ちという、「相談支援事業所の人に相談した

ことがありますか」という質問で、そういう

ところがあるんだと気がついたり、自分が困

っていることも、相談先もわからない人が多

いと思うので、すごく大変な作業だと思うの

ですが、イエス・ノーで、「あなたは成人以

下ですか？」とか「加齢で悩んでいますか？」

とか「自分のことではなくて、親の相談です

か」という風に繋がっていき、そういう自分

の悩みを引っ張ってくれる設問があったりす

ると、気が付くことがあったりすると思いま

す。自分だけの判断でいくと、隣のおじさん

に相談するか、親戚のおばちゃんに相談する

かしかない人も、公的な相談があるんだとか、

区ではなくてこれは都なんだとか、パズルみ

たいですけど、相談にいくきっかけになれば

と思います。今、ポチッと出せる人はいいけ

れども、出せない人にどういう風に道筋をつ

けてあげれるか、考えていければよいと思い

ます。 

〇森部会長 

イエス・ノーのフローチャートのようなも

のですね。最終的に「あなたはこういうとこ

ろに相談にいきましょう」と導いてくれると

すてきですよね。 

ありがとうございます。皆さまからご意見

いただいて、今年１年間、相談支援部会では、

どこから取り組んでいくかというというのを、

残り３０分位で皆様からご意見いただきたい

と思います。 

今出てきたところでは、新規で困っている

ところがわからない、どこに相談にいったら

よいかわからない、あとは加齢に伴う段階で、

介護保険をどういう風に選んだらよいか分か

らない、どの段階で進んでよいのか、サービ

スだけではなくて、訪問看護・訪問リハとか

すごく増えているので、そういう社会資源も

どんな風にしたら使えるのかなとか、いろい

ろ出てきたと思います。 

あと、私もすごく共感したのは、ヘルパー
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さんの事業所とのマッチング、２～３回断る

と「この人のうちは・・・」という情報がま

わることもあるようで、「そこはちょっと無

理です」と、他のケースは受けてくれるのに、

このうちだけは受けてくれないということが

どうしてもあったりします。 

私たち自身が情報を得る先、ご利用者・ご

家族が情報を得る先って、矢印でいって、最

後に「あなたはここに相談に行きましょう、

相談支援事業所ですね」とゴールできたとし

て、相談されて１００％回答できるかという

と、そこにはまた情報が欲しいですとなるの

で、その二段構えでやっていく必要があるの

かなと思うのですが。率直なところとして、

皆様からこんなところから始めてはいいんじ

ゃないか、部会で取り組むにあたってご意見

をお聞かせください。 

 横のつながり、情報共有ができたらという

こともあるんでしょうか。比較的に、とっか

かりとして答えの出せるところからという考

え方もありますけど、「１年間ではできない

よ」ということになり、とりかかると果てし

なくゴールが見えてきません。 

 まずは、情報の整理であったり、新規の方

に絞るのか等、何でもよいと思うので皆さん

のご意見をいただければと思います。 

 事務局の方から情報提供、「ネタ」はあり

ますか。 

〇佐々木事務局 

 小ネタはないんですけれど、また広くなっ

てしまうかもしれませんが、地域のマップと

いうことで、かなり前になりますが、はたら

く部会が、「ネットワークのイメージ」を作

っているものがありました。相談支援の方が

同じような形でなるかというのは、分からな

いですけれども、皆さんにコピーをしていな

いので、まわしてみようと思います。用意が

足りなくてすみません。 

 何々という事業所というところではなくて、

「こういう機関は足立区にはありますよ」、

ということで、利用者さんを取り巻く環境、

資源をまとめているような、そんなものが作

られています。そこに注目をしながら、一つ

を追っていくとか、議論を進めていった経緯

があると聞いています。一つの参考にはなる

のではないかということです。 

〇森部会長 

 ありがとうございます。ネットワークって、

どの部会でも作らなくてはいけないと言われ

ていて、相談支援事業所のネットワークでも

広くやっていて、そこでの情報はないですか。 

〇佐々木事務局 

 相談支援ネットワークの方は、足立区にあ

る相談支援事業さんが、定期的に交流する場、

情報共有、交換をする場で、あしすとが事務

局になっています。年間６回、２か月に１回

のペースで、なにかしらの催しをしています。

相談支援なので、足立区の相談支援の運用を

共通テーマにしているということで、毎年初

回は、足立区の相談支援のかたちを皆さんに

お伝えすることからはじめています。 

 そのあとは、おひとりで頑張っている事業

所もいらっしゃるということで、ひとりで孤

立しないように、集まって、日ごろの自分の

困っていることや心配なことの情報共有をし

たり、施設の見学をしたり、請求・加算をと

っていくか等、人材育成という意味合いでは

外部講師を呼んだ研修をしながら、年間集ま

っている状況です。 

 現状としては、全ての相談支援事業所が、

ここに集まっていただけるかというと、なか

なか難しい状況がありますが、なるべく集ま

れる日時を選んで、３分の一とか集まってい

てます。内容次第で集まりますので、どうい

うことなら聞きたいのか情報が欲しいという

ところです。また、あしすとだけですと、地
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域の課題が十分見えきれないということがあ

るので、主任の相談支援専門員さんがいる事

業所にこちらに集まってもらって、コア会議

というかたちで、主任さんがいらっしゃらな

い事業所にも一部入っていただきながら、上

手に地域の課題をとらえられるように、実施

をしています。課題は多いですけれど、一つ

ずつクリアできたらと思います。こんな形で

よろしいでしょうか。 

〇森部会長 

 ありがとうございました。皆さま、ネット

ワーク図はみていただけましたでしょうか。

はたらく部会は、「はたらく」というところ

で、相談支援部会とはちがうと思いますけれ

ども、また、相談支援部会がどこと繋がって

いくのかとか、相談の組織としてのネットワ

ークもありますよね。 

 また、相談支援ネットワークでは、相談の

窓口となる事業所の特徴はまとめてくださっ

ていましたか。 

〇佐々木事務局員 

 だいぶ前に一度作ったことがあると聞いて

いるのですけれども、今年久しぶりに、それ

ぞれの事業所からプロフィールという形で、

全事業所からいただいて、形にしています。

これから、相談支援事業所と関係機関に情報

共有するという流れはしております。 

 プロフィールのシートは、どんな相談が得

意ということも情報としては入っているもの

です。 

なかなか、ヘルパーの事業所が自分のとこ

ろの特徴を出していくことやホームページ上

は、出ていても、一覧としてあがっていくと

いうのは、現実的には難しいです。我々もそ

こまでは追いきれていないのですが、相談支

援の部分は、あしすとの方が、細かい情報を

集約して発信する準備ができているというと

ころです。 

〇森部会長 

 相談に関わるところの情報を集めて発信し

てくださっているということです。 

少し考える時間を持ちましたが皆様からご意

見、まとまりましたでしょうか。 

 どの辺から切り口として取り組んだらよい

でしょうか。 

〇小杉委員 

 いろいろ話を聞かせていただいた中で、相

談の窓口自体は、きっとあると感じました。

さきほどの就労の表を見ても、たくさんの窓

口があって、きっと仕事のことで困ったらこ

こに行けばいいんだ、というのは、導かれる

ものはあると思うんですけれども、そこに到

達する術がなかなか、ないのかなということ

をお話を聞いて思いました。やはり、情報へ

のアクセスをどうしたらよいのかというのが

悩ましいです。私も精神障がいの方でやって

いますと、精神障がいお持ちの方はコミュニ

ケーションが苦手なことが多く、相談するこ

とが苦手だったり、勇気振り絞って窓口で声

をかけるのも苦手なので、そのあたりをどう

補えばよいのかと思います。原点に戻ると、

私たちも情報をきちんと把握していないこと

もあり、テーマとして１３項目あげています

けど、やはり１番の部分で、私たち自身情報

を把握して、情報を使えるようにならなくて

はいけないということと、それをどういう風

に情報を届けるということは、大きなテーマ

になると考えています。 

１年間でできるかというと難しかと思いま

すけど、私としてはこの辺の切り口として、

自分たち自身が情報共有する、活用するとい

うところからスタートしてよいのかと個人的

には感じました。 

〇森部会長 

 ありがとうございました。谷内さんお願い

します。 
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〇谷内委員 

 先程、小田部さんのお話で、相談を受けて

その方をどこかしらに紹介してつないだとし

ても、その窓口にとどまってしまうことはあ

ってはならないと思うのですよね。この受け

たところは、この相談はここだな、という情

報をもって繋げていければ、ひとまず、来た

相談については支援のとっかかりができたと

思うんです。いろんな情報にアクセスするこ

とが、難しい人はいると思うのですが、まず

はヘルプを求めて来た方に関しては、たらい

回しは避けて、これはどこの相談なのかなと

いうことは、どこの相談の窓口の方も知って

しかるべきかなと思います。適切な内容を知

っていれば、時間のロスをしなくて済むと考

えると、私自身も私の事業所もそこは足りて

いないと考えていて、日々、「こういう方が

いるんだけれど、これはどういったところに

相談すればよいか」ということが問合せから

はじまって、「ここはどこなんだろうね」、

と職員同士が話し合ったり、他機関にも問合

せをします。そこでも、不十分な情報かもし

れないけれども、ひとまず「こういうところ

がここにあって、こういう相談受けてくださ

いますよ」、と繋げていきます。その前には

関係機関に連絡して、「こういう方のこうい

う相談があって繋げてよろしいですか」とそ

ういったほんのちょっとの手間の積み重ねを

やって事業所のノウハウを築いていき、全体

の相談の窓口として共有化を図ることができ

れば、よりこぼれるところがなくなると考え

ています。システムがなかなか持てず、日々

の業務での何となくの部分が積み重なってい

るに過ぎないです。まだ、強めていく必要が

あるかなと思いますが、ちゃんと繋げていく

というところは、確実にできることかと思い

ます。 

〇森部会長 

 ちゃんと繋いでいって、孤立させないため

のシステムということですね。ありがとうご

ざいます。 

〇小田部委員 

 就労の表を見させてもらって、すごい資源

がいっぱいあると感じました。私が知ってい

れば、わけてあげられる、私が勉強すればわ

けてあげられる、絶対行く道あるんだ、と感

じました。あきらめちゃう人もいるのですけ

れど、私の方が探してあげて、一緒になって

進めていくことが大事なんだと思いました。

そのためには資源をもっともっと整理して、

こういうときはこうと、情報いただいて勉強

したいと思いました。 

〇森部会長 

 ありがとうございます。片桐さんお願いし

ます。 

〇片桐委員 

 障がい者の親としてみれば、難しいことが

できれば、そもそも障がいじゃないんですよ

ね。わかりやすく、親切に対応してもらえれ

ば、それが何よりと思うのです。 

 受け止めて貰えるような相談があればと、

相談する方からすると思います。 

〇森部会長 

 ありがとうございます。本当にそうですよ

ね。相談する当事者にとっては、わかりやす

いのが何よりで、ここに来たら大丈夫、まか

せて、と言ってくれるのが一番安心ですよね。 

山田さんお願いします。 

〇山田委員 

 先ほどのマップを見て、つながるって大事

だなと思いました。いろんな書面とかあるん

ですけれど、私の場合、知的障がいの方です

が、実際当事者がそれを見れるかと、理解で

きるのかと思ったら、それはできないかなと

思いました。活字読めず、文章がわからない

し、まず困ったことを話したいというときに、
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どういう手段があるのかと感じました。 

 つながった親御さんを通してでもつながっ

た後、手段や行動を起こすときに、できない

ことはどうすればよいのか、相談支援専門員

さんはどこまでができるのかなと思いました。

それをする上でプラスするサービスが使える

のかなと、それで幅が広がっていくのか、そ

の辺で、確実にその方の困りごとが解決まで

時間をかけてでもいくような取組をできるよ

うになったらもっとよいなと思いました。 

〇森部会長 

 ありがとうございました。本当ですよね。

ネットで調べてくれるのはきっとお母さんで

すよね。ご本人はそもそも調べないでしょと

いうことになりますよね。 

 精神の方は、調べられたにしてもそういう

方たちばっかりではないと思います。人と繋

がることが大事なんだと思います。 

〇関口委員 

 千住の駅のところのモニターに、あなたの

悩みは何ですか、とコマーシャル出したらど

うかと思いました。足立区のケーブルテレビ

とか、当事者が見てなくても保護者が見たり、

保護者が見てなくても、近所の人が見たり、

無料で「ああそうなんだ」と思ってもらえれ

ばと感じました。コマーシャルみたいな感じ

で、「あなたに寄り添います」とか、「悩み

は何ですか」とか、「あなたの悩みは他の方

の悩みにもあります」とか、メッセージを日々

目につくようにしなくちゃいけないと思うし、

それが浸透したら、私たちは相談を受けるん

ですよね。それを繋げていける準備をしなく

てはいけないし、これからすることではない

かなと思います。 

〇森部会長 

 ありがとうございます。本当ですね。発信

するのは人の目に触れることが大事というこ

とはその通りと思います。受け止める窓口の

準備ができないと発信できないと思いました。 

 中出さん、いかがでしょう。 

〇中出委員 

 関口さんのお話をうかがって、私も共感し

たところです。相談に来られない人たち、来

ない人たちが何を相談したいのかということ

と、本当に人に相談する必要があるのか、も

しかしたら自分で解決したいかもしれないし、

何か方法があれば、わざわざ相談に電話しな

くても、解決できるかもしれないという方法

も考えると、来られない人たちが何に困って

いるのか知りたいというのが一つです。 

 あとは、専門外ということもありますし、

私たちに相談してくれたからと言って、必ず

私が的確な回答ができるかどうかという思い

が、正直、あります。なので、私たち相談支

援専門員が解決の糸口に向かって動けるよう

に、情報共有のシステムだったり、どこを紹

介するとよいよというのがあると、活用しや

すいと思いました。各所の役割パターンが整

理できれば、何でも相談が来ても、「気軽に

相談してくださいね」と心から言えると思い

ます。より多くの時間をつかわなくても、多

くの人たちに対応できるようになるのではな

いかと思いました。 

 その両面で考えていけるととてもいいと思

います。 

〇森部会長 

 ありがとうございます。「自分ひとりで相

談受けて、解決しないといけない」と考える

と「できない、できない」になってしまうけ

ど、皆で、助けて相談に乗ってくれるとか、

この人がこの専門分野だから協力してもらえ

るとか、つながりがしっかりできると、私た

ちも相談を受けておいて「任せておいて」と

言える可能性があると思いますね。ありがと

うございます。 
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〇髙橋委員 

 まず、一つ目としては、利用者に寄り添っ

ていくというのは日頃から意識しているので

すが、先ほど、委員からあった、あしすとに

相談したら対象ではないという門前払いがあ

ったというのは、信じ難いのがあったのです

が、そういうことが二度とおきないように徹

底はさせていただきたいと思います。 

 今回、優先課題にあげられている、７番に

しろ１０番にしろ、取り組む上の前提条件と

しては、社会資源を知る、社会資源を活用す

るということが、非常に重要であると感じま

した。社会資源の集積を行うことは、自立支

援協議会の機能の一つでもありますので、そ

れぞれの立場の委員の皆さんの、情報をお寄

せいただいて、共有と整理をしていけばよい

のかと思いました。 

〇森部会長 

ありがとうございます。皆さんはたくさん

情報もっているじゃないですか。私は小杉さ

んの持っている情報を全部知らないし、民生

委員の小田部さんの持っている情報を全然知

らないんです。 

青木さん先にしゃべってもらってよいです

か。 

〇青木委員 

先程の就労の一覧を拝見して思ったのは、

足立区の中で就労の障がいのある方が、就労

する上で携わる相談窓口や事業所がたくさん

あるのだな、と、就労に関する全体のフレー

ムがわかりやすく、わかる図だったなと思い

ました。 

例えば、足立区のホームページだったり、

民間がやっている情報提供というのは、たし

かにそこにアクセスできれば、事業所の一覧

が見れたりするのだけれども、やはりそれが、

「点」である、あるいはそこにアクセスがで

きないと、得られないものなので、今一度、

足立区の中にどういう相談窓口があるかとい

うのを、確認をしてそれをフォーマルのもの

も、インフォーマルのものも確認していく作

業は、もしかしたら必要なのかなと思いまし

た。成果物として、隣をまねっこするという

ことではなくても、やはり全体が見えるとい

うことがすごく大事なことと思いました。 

それで、例えば、私たちの事業所で対象に

しているお子さんたちは、当然、障がい施策

と子ども施策と両方に関わるので、児童相談

所から、学校から、親の会さん、民生委員か

ら、すごく多岐にわたります。例えば、ろう

の方には近くに相談できるところがあるよ、

とか、盲であれば、葛飾盲学校があるよ、と

か、この地域だから、相談ができるものもあ

るのですけれど、そういったものが網羅され

ていて、子どもを育てている保護者の方の支

援が必要だとすると、今までの経験で、くら

しとしごとの相談センターに繋げたとか、あ

しすとや社協に相談したりしたこともあった

ので、「そうそう、ここがあるな」というこ

とを、ひらめきや思い付きで引っ張ってくる

のではなくて、手がかりがあって、そうした

情報があると良いのかなと感じました。就労

のことは就労の部会でツリーを作っていて、

自立支援協議会全体で情報を網羅できるもの

ができれば、私たちがそれを使わせていただ

く、相談に活かせていけると思います。 

〇森部会長 

 ありがとうございました。皆さまの情報を

いただいたところで、おおむね私たちが情報

を整理するということだなと思いました。 

 先程、言いたかったのは、私が持っている

情報をまずは開示してみるということがあり

なのかなと思ったのですね。各委員が持って

いる情報をこういうときは、こういうところ

に繋げていますよとか、こういうところがす

ごく相談に乗ってくれますよとかですね。う
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ちはおおむね知的なので、困ったらあしすと

に電話してみる、ということができていて、

「専門相談」で、ОT さんや心理さんに相談

するのに、とりあえず、あしすとに聞いてみ

ることをします。こうした専門相談をあしす

とさんが相談から受けてくれるということを

そもそも知らないこともあるので、そうする

と、せっかくあるあしすとの社会資源が使い

きれていないという残念なことになってしま

います。今年、１２月と２月とあと２回開催

予定をしているので、開催の日程だけで全部

まとめるということは難しいので、皆様の持

っているこんなときにこんなところへと言う

のを、事務局に発信いただき、事務局にまと

めていただくということができたら、それを

１２月にみて、こういうことがあったのね、

という気づきになり、そこから整理してはと

思ったのですが、いかがでしょうか。 

〇佐々木事務局員 

 情報さえくれば、こちらの方でまとめる作

業はできると思いますので、まとめていきた

いと思います。 

〇森部会長 

 すぐに発信いただいて、皆様から戻してい

ただければ、そこから広げられるところが、

事務局を介して集まらない時間を有意義に使

えると思うのでいかがでしょうか。 

 こういうところの情報広げてほしいわとか、

このところの情報誰か持って来てとかがみん

なでできれば、次回有意義にできると思いま

す。 

 それでは、それで発信していただいてよろ

しいでしょうか。 

〇佐々木事務局員 

 わかりました。 

〇森部会長 

 ありがとうございます。１２月にまとめた

ものが皆様にお返しできるようにしたいと思

います。 

〇山田委員 

 どういう風に出すかは、連絡いただけるの

でしょうか。 

〇森部会長 

 何か元になるものを発信いただけると思い

ます。 

〇山田委員 

 何か元になるものがあると、相談内容と、

どこに繋げますとか、私の場合は会なので、

自分だけの情報ではなくて親の会として相談

員としてまとめていければよいですか。 

〇森部会長 

 ぜひ、所属していらっしゃる組織の中で、

こんな工夫をしているということを入れ込ん

でいただければと思います。 

 気になっているのが、フローチャートなん

ですけれども、そこを合わせて検討いただけ

ればと思います。 

〇佐々木事務局 

 事務局なので一方的には作れませんが、皆

様からいただいたものをまとめていく作業の

中で場合によってはこんな感じでということ

をご意見・ご要望をいただきながら１２月に

間に合うようにしていければと思います。 

 

３ 事務連絡 

〇佐々木事務局員 

 皆様、ご意見ありがとうございます。具体

的にまとめていき、今後もご協力いただきな

がら進めていきます。 

 コロナのこともあるので、２時間内で、議

事まとめていただきありがとございました。 

以上を持ちまして第２回相談支援部会を終了

させていただきます。本日は疲れ様でした。 

以上 


